目次 


人 1 
ES 2 
JS OG E unamasa nanus aa maaa yuna usus aa musun anys 3 
0 3 
МУУ ЕИ И те 4 
8 NM 4 
ЕО 1 ドン 20 て 4 
ЧЕРЕН ЕО аата алада наиве за балаа на наге дна наиболее ааннара Д 4 
8 4 
AND а ЕА нае 4 
人 NO 5 
А EHP 5 
外部 制御 5 
рУ Б 
OD A 6 
Т о ЕИО 6 

|F S C S D R s a snn aa ns m ТОЯ 6 

| ЗА S aun оон вас а a amas аа an I aaa 6 
Еее 6 
1 7 
(8 7 
ミミ 7 
ee 7 
NN 7 

зе ЕТ ЕОР ТЕРИЕРИ ЕВРЕИ 8 
EE の 時 8 
Pi アサ mun sus sa сондата n usata sm aus 9 
ЕРЕ АО оа атоо ааа ааа да 10 


トラ ブル シュ ー テ ィング 
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ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 

正しく お 使い いた だ く こ と で お 客 様 へ の 危害 お よび 、 財 産 へ の 損害 を 未然 に 防ぐ こと が で きま す 。 
安全 の た め に 以下 の 警告 事項 、 注 意 事 項 を お 守り いた だ き 、 製 品 を 安全 に お 使い くだ さい 。 

お 読み に な っ た あと は 、 い つ で も 見 られ る と ころ に 必ず 保管 し て くだ さい 。 


「 安 全 上 の ご 注意 」 の 絵 表 示 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 死 亡 し た り 、 人 体 に 多大 な 損傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 
を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する と 、 人 が 損傷 を 負う 可能 性 又は 、 物 的 損害 の み の 発生 が 想定 され 
る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 記号 は 、 注 意 ( 警 告 を 含む ) し な けれ ば な ら な い 内 容 で ある こと を 示し て いま す 。 記号 の 中 や 近く に 注意 内 
容 が 示さ れ て いま す 。 


例 ) ИА 「 感 電 注 意 」 を 表す 絵 表 示 
この 記号 は 禁止 の 行為 (や っ て は いけ な いこ と ) を 告げ る も の で す 。 記号 の 中 や 近く に 具体 的 な 内 容 が 書か れ 


例 ) 0 「 分 解禁 止 」 を 表す 絵 表 示 


この 記号 は 必ず 行っ て いた だ きた い 人 行為 を 告げ る も の で す 。 記号 の 中 や 近く に 具体 的 な 内 容 が 書か れ て いま 
例 ) = 電源 プラ グ を 抜く 」 を 表す 絵 表 示 


煙 が で て いる 、 変 な に お い が す る 、 変 な 音 が する な どの 異常 が 発生 し た と き は すぐ に 使用 を 中 止 し て くだ さ 
い 。 万 一 異常 が 発生 し た 場合 は 電源 を 切り 、 電源 プラ グ を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 その まま 使用 する 
と 、 感 電 し た り 、 火 災 の 原因 に な り ま す 。 


造 ・ 分 解 は し な いで くだ さい 。 お 客 様 に よる 修理 は 行わ な いで くだ さい 。 
火災 や 感電 、 や けど 、 動 作 不良 の 原因 と な り ま す 。 


本 製品 を 濡 ら さ な いで くだ さい 。 水気 の 多い 場所 で 使用 し な いで くだ さい 。 
お 風呂 場 、 台 所 、 海 岸 、 水 辺 で の 使用 は 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


本 製品 を 設置 する と き は 、 他 の 機器 、 壁 な どか ら 適当 な 間隔 を と っ て くだ さい 。 内 部 に 熱 が こも り 、 火災 の 原因 
と な る こと が あり ます 。 目安 と し て 10cm 以 上 の 空間 を 空け て くだ さい 。 


本 製品 は 下記 の よう な と ころ で 使用 し な いで くだ さい 。 
故障 の 原因 に な っ た り 、 思わ ぬ 事 故 の も と に な り ま す 。 
信 ほこ り の 多い と ころ 

@ 振 動 や 衝撃 の 加わ る と ころ 

⑧ 不 安定 な と ころ 

⑧ 温度 差 の 激しい と ころ 

0 水分 や 湿気 の 多い と ころ 

⑧ 湿度 が 高い と ころ 


ケー ブル は 付属 の も の を 使用 し 、 次 の こと に 注意 し て 取り 扱っ て くだ さい 。 取り 扱い を 誤る と 、 ケ ー ブ ル が 傷 
み 、 火 災 や 感電 の 原因 と な り ま す 。 

人 @ 引っ 張っ た り 、 折り 曲げ た り し な い 

@ 圧 力 を か けた り 、 押し つけ な い 、 も の を の せな い 

@ 加 工 し な い 

念 熱 器具 の そば で 使わ な い 


зло 落と し た り し て 衝撃 を 与え な いで くだ さい 。 その まま 使用 する と 、 火 災 や 感電 、 故 障 の 原因 に な り 


電源 プラ グ は ほこ り が 付着 し て いな いこ と を 確認 し て 使用 し て くだ さい 。 接触 不良 で 火災 の 原因 に な り ま す 。 = 
源 プ ラグ は 根元 まで し っ か りさ し て くだ さい 。 根元 まで さして も ゆる み が あ る 場合 は 接続 し な いで くだ さい 。 販売 

店 や 電気 工事 店 に 依頼 し 、 コ ン セ ント を 交換 し て くだ さい 。 電源 コン セン ト は た こ 足 配線 、 テ ー ブ ル タッ プ や コン 
ピュ ー タ ー な どの 裏側 の 補助 電源 へ の 接続 を し な いで くだ さい 。 

電源 コー ド の 抜き 差し は 必ず プラ グ 部 分 を 持っ て 行っ て くだ さい 。 電源 コー ド を 引っ 張る と ケー ブル が 傷み 、 火 

災 の 原因 に な り ま す 。 電源 プラ グ を コン セン ト か ら 抜 き 差し する と き は 、 濡れ た 手 で 行わ な いで くだ さい 。 Жл. 

た 手 で 行う と 感電 の 原因 に な り ま す 。 


電源 ケー ブル を 取り 扱う と き は 以下 の こと に ご 注意 くだ さい 。 

信 電 源 ケ ー ブ ル を 無理 に 曲げ た り 、 ねじっ た り 、 引 っ 張っ た り し な いで くだ さい 。 ケー ブル を 加工 し な いで くだ さ 

い 。 

信 電 源 ケ ー ブ ル を コン セン ト か ら 抜 く と き は 、 必 ず プ ラグ 部 分 を 持っ て 抜い て くだ さい 。 ケー ブル を 引っ 張る と 、 

ケー ブル を 引っ 張る と 、 ケ ー ブ ル が 傷み 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 

@ 濡 れ た 手 で 電源 ケー ブル の プラ グ を コン セン ト に 接続 し た り 抜い た り し な いで くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま 

И пр И 感電 の 原因 
な り 

@ 電源 ケー ブル の プラ グ は 根元 まで し っ か り 差 し 込ん で くだ さい 。 ほこ り が 付着 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 

行っ て くだ さい 。 接触 不良 で 火災 の 原因 と な り ま す 。 


液晶 パネ ル が 破損 し た 場合 は 、 破 損 部 分 に 直接 素手 で 触れ な いで くだ さい 。 
El 手 を よく 洗っ て くだ さい 。 

= ni 入っ た 場合 に は 、 す ぐに 口 や 目 を よく 洗い 、 医師 の 診断 を 受け て くだ さい 。 
その まま 放置 し た 場 合 、 中 毒 を 起こ す 恐 れ が あり ます 。 


モニ タ の リサ イク ル に 関す る お 問い 合わ せ は Acer ま で お 願い いた し ます 。 
Acer に 関す る さら に 詳し い 情報 は こち ら http://www.acer.com/ の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


本 製品 を 使用 する 際 は 、 接続 する パソ コン や 周辺 機器 メー カー が 指示 し て いる 警告 、 注 意表 示 を 厳守 し て くだ 


さい 。 


長 時 間 に 渡 っ て 映像 を 見 る 場合 は 、 一 定 の 間隔 で 休憩 を と っ て くだ さい 。 また 部 屋 を 真っ 暗 に する と 目 に 疲労 
が 蓄積 され ます の で 部 屋 を 適度 に 明る くし て ご 覧 くだ さい 。 


液晶 モニ タ 画 面 表 面 は 擦り傷 等 が つき や すい の で 、 ペ ン 先 や 爪 等 で 接触 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


本 製品 を 使 有 中 に デー タ な ど が 紛失 し た 場合 で も 、 デ ー タ な どの 保証 は 一 切 い た し か ね ます 。 
故障 に 備え て 定期 的 に 7 パック アップ を お 取り くだ さい 。 


7--2 ペ ー ジ は 、7CO99 モ テル の み と な り ま す 。 
モテ ル 識 別 用 の バッ クラ ベル を ご 覧 くだ さい 。 


お めで と う ご ざ いま す ! 
тсо99 認可 / ラ ベル 製品 を ご 購入 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す ! お 求め の 製品 は 、 プ ロ 用 に 開発 され た 製品 で す 。 
お 客 様 さ ん の ご 購入 は 、 環 境 の 負担 削減 の 推進 と 将来 の 環境 に 適応 し た 電気 製品 の 開発 に さら に 活用 され ます 。 


環境 に 配慮 し た コン ピュ ー タ ー が ある の は な ぜ で すか ? 

多く の 国 で は 、 環 境 ラ ベル に よっ て 環境 に や さ し い 製品 の 開発 を 促進 する 手助け と な っ て いま す 。 コ ンピュータ ー 

と 電子 機器 に 関す る 主 な 問題 は 、 両 方 の 製品 に は 製造 工程 で 環境 に 害 及 ぼ す 物質 が 使用 され て いる と いう 点 で ある 。 
大 半 の 電子 機器 は 十分 に リサ イク ル す る こと が で き な い の が 現状 な た め 、 そ れ ら の ほとん ど は 害 を 及ぼ す 危 険 性 の 

ある 物質 と し て いずれ 自然 界 に 戻る こと に な り ま す 。 

また 、 コ ンピュータ ー の も う 一 つの 特徴 に な る エネ ルギー の 消費 ラベ ル な ど は 、 内 部 的 な 作業 は と 外 的 な 自然 環境 の 
両方 の 視点 か ら 重 要 な 見 方 が で きま す 。 電力 発 電 方 法 の すべ て の 世代 で 環境 に 対す る 否定 的 な 影響 を 持っ て いる た め 
(酸性 お よび 気候 に 影響 を 与え る 廃 棄 、 放 射 廃棄 物 な ど ) オフ ィ ス に 廃 置 さ れる 電子 機器 は 継続 的 に 与え られ た 

作業 を こなす た め に 多く の エネ ルギー を 必要 と し ます 。 


ラベ ル 表 示 に は どの よう な こと が 関係 し ます か ? 

本 製品 は 、 パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ ー の 国際 環境 ラベ ル を 示す TCO'99 の 基準 を 満た し て いま す 。 こ の ラベ ル 表 示 は 、 
TCO (The Swedish Confederation of Professional Employees) 、Svenska Naturskyddsforeningen (The Swedish 

Society for Nature Conservation) お よび Statens Energimyndighet (The Swedish National Energy Administration) 

の 共同 作業 に より 開発 され た も の で す 。 

認可 の 条件 に は 、 環 境 、 エ ル ゴ ノ ミク ス 、 操 作 性 、 電 気 お よび 磁性 フィ ー ル ド の 放出 、 エ ネル ギー 消費 量 、 お よび 
電気 と 火気 の 安全 性 な ど 、 幅 広い 範囲 の 問題 が 含ま れ て いま す 。 

環境 面 で は 、 重 金属 、 臭 素 系 お よび 塩素 系 の 難 燃剤 、CFCs (フレ オン ) お よび 塩素 系 の 水溶 液 の 存在 と その 使用 に 
対し て 制限 が 設け すら れ て いま す 。 製品 は リサ イク ル で きる よう に 製造 され る こと が 求め られ て お り 、 ま た 製品 業者 
は 各国 環境 に 関す る ポリ シー を 持つ こと が 義務 を づけ られ 、 各 ポリ シー は 事業 を 行う 各国 に 応じ た も の で ある こと 

が 必要 と な り ま す 。 

エネ ルギー 面 の 要求 内 容 と し て は 、 コ ンピュータ ー お よび ディ スプ レー を 一 定時 間 経 過 後に 待機 状態 に する こと で 

電力 消費 量 は 1、2 段 階 灘 ら す な ど が あり ます 。 こ れ に よっ て 、 乏 働 状 態 に ずく に 戻れ る た め 、 ユ ー ザ ー に と っ て も 
便利 な 機能 で す 。 

ラベ ル 表 示 を 付け た 製品 は 、 厳 し い 環 境 面 の 要求 を 満た さ な く て は な り ま せん 。 例 えば 、 電 磁場 の 削減 、 物 理 的 か 

つ 視 覚 的 な エル ゴ ノ ミク ス 使 いや すさ な どの 各 分 野 で 条件 を 満た され て いる 必要 が あり ます 。 

以上 は 本 製品 で 満た され て いる 環境 面 に 関す る 各 要 求 の 内 容 で す 。 完 全 な 環境 面 の 条件 内 容 は 次 の 機関 に よっ て 指 
定 さ れ ま す 。 


TCO 開発 

SE-114 94 Stockholm, Sweden 

Fax: +46 8 782 92 07 

Email (Internet): development ぐ の tco.se 

TCO'99 規 格 承認 製品 に 関す る 情報 は 、 イ ンタ ーネット で も ご 覧 に な れ ま す : 
http://www.tco-info.com/ 


景 境 面 の 必要 項目 


難 燃 性 物質 

難 燃 性 物質 は 、 プ リン ト き 基板 、 ケ ー ブ ル 、 ワ イヤ 、 ケ ー シ ン グ 、 お よび ハウ ジン グ な ど に 含ま れ て いま す 。 
これ ら は 、 火 災 の 拡大 を 防止 、 ま た は 遅らせ る 目的 で 使用 され て いま す 。 コ ンピュータ ケー ス の プラ スチ ッ ク の 
最高 30% が 、 難 燃 性 物質 で 占め られ る こと も あり ます 。 殆 どの 難 燃 性 物質 に は 、 臭 素 と 塩化 物 が 含ま れ 、 そ れ ら は 、 
科学 的 に 他 の 種類 の 環境 毒素 、PCB に 関連 し て いま す 。 臭 素 と 塩化 物 が 含む 難 燃 性 物質 と PCB は 、 生 体 蓄 積 性 に よ 
り 、 人 体 に 深刻 な 影響 ( 魚 食性 鳥類 や 喘 乳 類 に お ける 生 婚 障害 を 含む ) を 及ぼ す と 考え られ て いま す 。 難 燃 性 物質 
は 、 人 間 の 血液 中 で も 発見 され て お り 、 研 究 者 は 胎児 の 成長 に 悪影響 を 及ぼ すこ と を 恐れ て いま す 。 
TCO'99 規 定 で は 、25 グ ラム 以上 の プラ スチ ッ ク 部 品 に 難 燃 性 物質 (臭素 また は 塩化 物 を 含む お ) を 含ま な いこ と を 規 
制 し て いま す 。 た だ し 、 プ リン トラ 基板 に 使わ れる 難 燃 性 物質 の 代用 品 が な いた め 、 プ リン トラ 基板 で の 使用 規制 は さ 
れ て いま せん 。 


ЛЕЕ 

カド ミウ ム は 、 充電 可能 電池 、 或 い は 特定 コン ピュ ー タ ディ スプ レイ の 人 色 生 成層 に 含ま れ て いま す 。 カ ドミ ウム に 

は 高 用 量 の 有毒 物質 が 含ま れ 、 神 経 系 統 に 障害 を 起こ し ます 。TCO'99 規 定 で は 、 電 池 、 デ ィ ス プレ イ 両 面 の 色 生 成層 、 
電気 "電子 機 器 に お ける カド ミウ ム の 使用 は 一 切 禁じ られ て いま す 。 


水銀 


水銀 は 、 電 池 、 継 電器 や スイ ッ チ の 中 に 含ま れ て いる こと が あり ます 。 水銀 に は 高 用 量 の 有毒 物質 が 含ま れ 、 神 経 
系 統 に 障害 を 起こ し ます 。TCO'99 規 定 で は 、 水 銀 の 使用 は 一 切 禁 じ ら れ て いま す 。 適用 装置 に 関連 する 電気 電子 
機器 に お ける 水銀 の 使用 も 一 切 禁 じ ら れ て いま す 。 


CFCs (フロ ン ) 

TCO'99 規 定 で は 、 製 品 の 製造 工程 に お ける 、CFCs ま た は HCFCs の 使用 を 一 切 禁じ られ て いま す 。CFCs (フロ ン ) 
は 、 и CFCs は オゾン を 分 解 し 、 成 層 圏 の オゾン 層 に 損害 を 与え る 
た め 、 紫 外線 量 が 増加 し 、 結 果 と し て 皮膚 ガン 等 の 危険 性 が 高まり ます 。 


Ажх 
ро 


鉛 は ブラ ウン 管 、 デ ィ ス プレ イ 画 面 、 は ん だ や コン デン サ の 中 に 含ま れ て いる 場合 が あり ます 。 鉛 に は 高 用 量 の 
有毒 物質 が 含ま れ 、 神 経 系 統 に 障害 を 起こ し ます 。 た だ し 、 そ の 代用 品 が な いた め 、 鉛 の 使用 規制 は され て いま せん 。 


* 生 体 蓄 積 性 は 、 生 体内 で 蓄積 する 物質 と し て 定義 され て いま す 。 
き 鉛 、 カ ドミ ウム お よび 水銀 は 、 生 体 蓄 積 性 の 重金属 で す 。 


FCC 声 明 


本 装置 は FCC 規 則 パ ー ト 15 に 基づく 、 ク ラ B デ ジタル 装置 の 規制 に 準拠 し て いる こと が 検査 証明 され て いま す 。 こ れ 
ら の 制限 は 、 家 庭 で の 設置 に お ける 有害 な 障害 に 対し 、 適 正 な 保護 が 提供 され る よう に 設計 され た も の で す 。 こ の 
а пето а を 発生 させ て 使用 し ます 。 ま た 高周波 エネ ルギー を 放出 する 可能 性 が あり ます 。 手順 に 従 

設置 及び 使用 が 行わ れ な い 場 合 は 、 無 線 通信 に 有害 な 障害 を 引き 起こ す 可 能 性 が あり ます 。 た だ し 、 特 定 の 設 
Е 障害 が 発生 し な いと いう 保証 は あり ませ ん 。 本 装置 が ラジ オ や テレ ビジ ョ ン 受 信 に 有害 な 障害 を 引き 起こ 
す 場 合 は 、 以 上 の 1 つま た は 複数 の 方 法 に よっ て 、 障 害 を 回 復 す る こと を お 勤め し ます 。 こ れ ら の 受信 障害 は 、 装 
置 お オン オフ を 切り 替え る こと で 検出 で きま す : 


. 受信 アン テ ナ の 向き また は 位置 を 変更 し ます 。 

. 装置 と 受信 機 の 距離 を 離し ます 。 

. 受信 機 が 接続 され て いる コン セン ト と 異な る コン セン ト に 装置 を 接続 し ます 。 

. 代理 店 また は ラジ オン TV の 専門 家 に 相談 し て くだ さい 。 

製造 元 の 許可 な く 装 置 を 改造 また は 改良 し た 場合 に は 、 ユ ー ザ ー は 装置 の 操作 権限 を 取り 消さ れる こと が あり ます 。 


注意 事項 


ラジ オ ま た は テレ ビ 受 信 へ の 王 渉 を 防止 する た め 、 本 機器 は 、 以 上 の 条件 下 で FCC の 
規定 に 準拠 し て いま す 。 必 ず シ ー ル ド 電 源 ケ ー ブ ル を 使用 する こと 。 


カナ タダ 通信 省 規制 

本 クラ ス B 装 置 は 、Canadian Interference-Causing Equipment Regulation (カナ タダ 障害 原 
因 装置 規制 ) の すべ て の 必要 条件 を 満た し て いま す 。 

Се! appareil numerique de Іа classe B repecte toutes les ехідепсеѕ du Reglement sur le 
materiel brouilleur du Canada. 


は じ め に 


本 マニ ュ ア ル に は 、LCD モ ニタ の セッ ト ア ッ プ や 使用 上 必要 と な る 情報 が 記述 され て いま す 。 本 書 の 内 容 に つい て 
は 、 細 心 の 注意 を 払っ て いま す が 、 内 容 の 正確 性 に 関し て は 一 切 保証 いた し ませ ん 。 本 書 の 内 容 は 、 将 来 予 告 な し 
に 変更 され る 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 本 書 に は 、 著 作 権 に より 保護 され た 、 機 密 情 報 が 含ま れ て いま 
す 。 版権 所 有 。 製 造 元 の 文書 に よる 許可 を 得 ず 、 無 断 で 電子 、 機 械 等 を 含む いか な る 手段 に よる 複製 も 禁じ ます 。 


ЕЕ 


ご 使用 に な る 前 に 、 こ の マニ ュ ア ル を よく お 読み くだ さい 。 お 読み に な っ た 後 も 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


1.LCD モ ニタ スク リー ン の クリ ー ニ ング ; 
-- LCD モ ニタ の 電源 を 切り 、AC コ ー ド の プラ グ を 抜い て くだ さい 。 
ー 非 溶剤 系 洗浄 液 を 布 に 吹き か け 、 ス クリ ー ン を 軽く 拭い て くだ さい 。 


2.LCD モ ニタ を 窓 の 近く に 置か な いで くだ さい 。 モ ニタ を 、 雨 水 、 湿 気 や 直射 日 光 
の 当たる 場所 に 設置 する と 、 損 傷 の 原因 と な り ま す 。 


3.LCD ス クリ ー ン に 圧力 を か け な い で くだ さい 。 ス クリ ー ン へ の 過度 な 圧力 は 、 永 久 
的 な 損傷 を ディ スプ レー に 与え る 原因 と な り ま す 。 

4. カ バー を 外し た り 、 一 人 で この 装置 を 修理 し た り し な いで くだ さい 。 修理 に 関し て 
は 、 専 門 技師 に より 行わ れ な けれ ば な り ま せん 。 


5.LCD モ ニタ は 、 摂 氏 5?C ~40°С (華氏 41*F-104*F) の 室内 で 使用 し て くだ さい 。 
この 温度 範囲 外 で モニ タ を 使用 する と 、 永 久 的 な 損傷 を モニ タ に 与え る 恐れ が あり 
ます 。 


6. 下記 の 状況 下 に ある 場合 は 、 直 ち に モニ タ の プラ グ を 抜き 、 専 門 技師 に ご 相談 くだ 
さい 。 
* モニ ターPC 信 号 ケ ー ブ ル が 、 擦 し 切れ また は 損傷 し て いる 。 
* LCD モ ニタ に 液体 を 溢 し て し まっ た 。 ま た は モニ タ が 雨 に 濡れ て し まっ た 。 
* LCD モ ニタ また は ケー ス が 損傷 し て いる 。 


LCD モ ニタ DVI ケー ブル (オプ ショ ン ) 


ユー ザマ ニュ アル (CD) クィ ックス ター ト ガ イド VGA ケ ー ブ ル 


аси ЕА 


モニ タ の 組み 立て 


1. モ ニタ を スタ ンド の 上 に 置い て くだ さい 。 


2. ス タン ド を トラ ッ ク に 沿っ て 、 モ ニタ の 首部 に 取り 付け て くだ さい 。 


モニ タ を 外す 

重要 

スタ ンド か ら モ ニタ を 外し た ら 、 塵 均 の な い 、 平 ら な 場所 に モニ タ を 置い て くだ さい 。 モ ニタ の 下 に 、 乾 いた 清潔 
な 布 を ひく と 、 よ り 一 層 保 護 す る こと が で きま す 。 モ ニタ を 少し 持上げ 、 ス タン ド か ら 外 し ます 。 
視野 角 の 調整 

モニ タ の 視野 角 は 、 前 方 5 度 一 後方 15 度 と な り ま す 。 


>Y. 4 
注意 : 


上 記 の 最大 視野 角 設 定 を 越え た 角 で 、 モ ニタ を 設定 し な いで くだ さい 。 範囲 を 越え て モニ タ の 視野 角 設 定 し よう と する 
と 、 モ ニタ や モニ タス タン ド に 損傷 を 与え ます 。 


ダバ イス の 接続 


接続 する 前 に 、 コ ンピュータ と モニ タ の 電源 を 切っ て くだ さい 。 


(1) 電源 コー ド 


(2) DVI ケ ー ブ ル 
(オプ ショ ン ) 


(3) VGA ケ ー ブ ル 


2467 
9 


適切 に 接地 され た 電源 コン セン ト に 差 込 ま れ た 電源 コー ド に 、 モ ニタ を 取り 付け ます 。 


グラ フィ ッ ク カ ー ド の DVI 出力 ソケット に 信号 ケー ブル を 接続 し ます 。 コ ネ ク タ の 


つま み ネ ジ を 固定 し ます 。 
グラ フィ ッ ク カ ー ド の VGA 出 力 ソ ケッ ト に 信号 ケー ブル を 接続 し ます 。 コ ネ ク タ の 
つま み ネ ジ を 固定 し ます 。 


VGA ケ ー ブ ル の D- サ ブ 15 ピ ンプ ラグ は 、 台 形 で す 。 プ ラグ と 挿入 する ソケット の 形 が 合っ て いる こと 、 ま た ピン 


が 曲がっ て いた り 、 損 傷 し て いな いこ と を 確か め て くだ さい 。 


電源 を ON に する 


モニ タ の 電源 を ON に し た 後 、 コ ンピュータ の 電源 を ON に し ます 。LED が 緑色 に な っ て いる 時 は 、 コ ンピュータ が 
使用 で きる を 示し て いま す 。 10 秒 後に 、 ビ デオ 信号 が 表示 され ます 。LED が 緑色 に な っ て いな い 、 ま た は ビデ オ 信 
号 が 表示 され て いな い 場 合 は 、 接 続 を チェ ッ ク し て くだ さい 。 


ディ スプ レー 設定 の 調整 


1 AUTO 
2 < 
3 > 
4 MENU 


< 


自動 設定 


OSD マ ニュ アル 


OSD が 作動 し て いる 時 に 、「Auto configuration」 を 押す と 、 終 了 し 
ます 。OSD 未 作動 の 時 に 「Auto configuration」 を 押す と 、 モ ニタ は 
自動 的 に ディ スプ レー ポジ ショ ン 、 ク ロッ ク 、 お よび フェ ー ズ を 最適 
化し ます 。 


OSD が 作動 し て いる 時 に 「Minus」 を 押し 、OSD オ プシ ョ ン を 選 
択 ま た は 調整 する こと が で きま す 。 


OSD が 作動 し て いる 時 に 「Plus」 を 押し 、OSD オ プシ ョ ン を 選択 ま 
た は 調整 する こと が で きま す 。 


「OSD manual」 を 押す と 、OSD が 表示 され ます 。 も う 一 度 押す と 、 
終了 し ます 。 

電源 ON プ OFF 

緑色 : 電源 ON 

ве : スリ ー プ モー ド 
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OSD オ プシ ョ ン 

「 外 部 制御 」 (5 ペー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。OSD 設 定 の 調整 : 

1. 「MENU」 ボ タン を 押し 、OSD メ ニュ ー を 開き ます 。 

2. < プ > ボ タン で 、 コ ント ロー ル を 反転 させ 、「MENU」 ボタ ン を 押し 、OSD に 入り ます 。 

3. < グ > ボ タン で 、 コ ント ロー ル を 希望 する レベ ル に 調整 し ます 。 

4. すべ て の 選択 を 終了 し た ら 、「MENU」 ボ タン を 押し 、OSD を 終了 し くだ さい (また は 、 調 整 は 45 秒 後に 
自動 保存 し ます ) 。 


OSD メ ニュ ー 
輝度 を コン トラ スト 


画像 の 輝度 を 調整 し ます 。 
調整 範囲 05-100 

コン トラ スト : 

画像 の 明 ・ 暗 を 調整 し ます 。 
調整 節 囲 : 0 ご 100 


ЕРЫ 横 の 歪み を 取り 除き 、 画 像 を 拠り クリ アー に し ます 。 
クロ ツク: 


та-. 画像 の 背景 に 縦 張 の 線 が つい て いる 場合 に 、 そ の 線 を 目立た な くす る た め に 、 サ イズ 
š を 最小 化し ます 。 横 画面 の サイ ズ も また 変更 し ます 。 


色 温 度 を 調整 する 3 つの 方 法 : 


WARM: 
色 温 度 を CIE coordinate 6500K に 色 温度 を 設定 し ます 。. 
COOL: 


色 温 度 を CIE coordinate 9300K に 色 温度 を 設定 し ます 。 


175 С 5 ети А 


OSD ポ ボ ポジション 


画像 上 の OSD ポ ジ シ ョ ン を 変更 し ます 。TIMEOUT 機 能 は 、OSD の 表示 時 間 を 10 秒 一 120 
秒 の 間 で 定義 むす る こと が で きま す 。 


自動 設定 


モニ タ パ ラ メー タ を 自動 的 に 調整 し ます 。 


ui Cea | 


== 


PT | アナ ログ お よび デジ タル ソー ス 変 更 。 (オプ ショ ン ) 
| pioita | 


概要 情報 が 画像 に 表示 され ます 。 


一 般 仕様 


2 0 2 で 
パネ ル 
ディ スプ レー 
最大 解像度 
ピク セル ピッ チ 


応答 時 間 
水平 視野 角 
垂直 視野 角 
電源 ボタ ン 

コン トロ ー ル ボタ ン 

ビデ オイ ン 

ビデ オオ インター ブフ ェ ー ス ビデ オ 
Sync 

プラ グ & プ レイ 

EMI& 安全 性 


標準 操作 に お ける 消費 電力 


アク ティ ブ オ フ 操 作 に お ける 消費 電力 


寸法 と 重量 


寸法 (WxHxD) 
重量 (正味 重量 プ 総 車 量 ) 


工場 デフ ォ ル ト 設 定 へ 戻す 


| 仕様 


17 イ ンチ ・ フ ラッ ト パ ネ ル ア ク ティ ブ ズブ マイ リッ クス TFT LCD 
1280 x 1024 @75Hz 

0.264 mm X 0.264 mm 

16.2M 

270nits (標準 ) 
500:1 (標準) 
12ms (標準) 
140° 

140° 
NO/OFF 
AUTO, MENU, <, > 

VGA+DVI-D(option) 

アナ ログ 0.7V 

TTL (+/ -) 

DDC2B 

UL(USA); CBC(B-Mark)(Poland); PSB(Singapore); TUV 
(Germany): CB: BSMI (Taiwan): CCC (China): PSE (Japan): 
FCC(USA): C-tick (Australia); CE(Europe): МСС! (Japan); 
ТСО'99; ISO13406-2: TUV/GS: TUV/Ergo: WHQL(Microsoft) 


100-240V AC, 50/60 Hz 
< 35W 
< 1W 


374x377x158.3mm ( 含 底 座 ) 
3.7Kg/ 4.7Kg 


技術 情報 


デジ タル ビデ オ 入 力 コ ネ ク タ : DVI – 


1 TX2- 

2 TX2+ 

3 Shield (TX2 / TX4) 
4 NC 

5 NC 

6 DDC-Serial Clock 


7 DDC-Serial Data 


8 NC 


Pin 割り 当て 


Co чо слом ~ 


Кеа 

Green 

Blue 

N.C. 

GND 
Red_GND 
Green_GND 
Blue_GND 


D (オプ ショ ン ) 


TX1- 

TX1+ 

Shield (TX1 / TX3) 
NC 

NC 

+5V power 


Ground (+5V) 


Hot plug detect 
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+5V 
N.C. 
N.C. 
DDC_SDA 
HSYNC 
VSYNC. 
DDC_SCL 


TX0- 

TX0+ 
Shield (TX0 / TX5) 
NC 

NC 

Shield (TXC) 
TXC+ 


TXC- 


標準 タイ ミン グ テ ー ブ ル 
下 表 に 記載 され て いな い タ イミ ング を 選択 し た 場合 、LCD モ ニタ は スリ ー プ モー ド に 入り ます 。 


水平 垂直 
ев Jese ТЕ 公称 周波 数 同期 公称 周波 数 同期 ペリ ビン ジル 
+/-0.5KHz 極性 +/-1Hz 極性 
(MHz) 
640*480@60Hz 800*525 31.469 N 59.940 N 25.175 
VGA 640*480@72Hz 832*520 37.861 N 72.809 N 31.500 
640*480@75Hz 840*500 37.500 N 75.000 N 31.500 
800*600@56Hz 1024*625 35.156 P 56.250 P 36.00 
SVGA 800*600@60Hz 1056*628 37.879 P 60.317 P 40.000 
800*600@72Hz 1040*666 48.077 P 72.188 P 50.000 
800*600@75Hz 1056*625 46.875 P 75.000 P 49.500 
1024*768@60Hz 1344*806 48.363 N 60.004 N 65.000 
XGA 1024*768@70Hz 1328*806 56.476 N 70.069 N 75.00 
1024*768@75Hz 1312*800 60.023 P 75.029 P 78.750 
SxGA 1280*1024@60Hz 1688*1066 63.981 P 60.020 P 108.000 
1280*1024@75Hz 1688*1066 79.976 Р 75.025 Р 135.000 


EGA 6407350@70Hz 800*449 31.469 P 70.086 N 25.175 

720x400@70Hz 900*449 31.469 N 70.087 P 28.322 
SVGA 832*624@75Hz 1152*667 49.728 N 74.551 N 57.284 
XGA 1024*768@60Hz 1312*813 48.780 N 60.001 N 64.000 
XGA 1024*768@75Hz 1328*804 60.241 N 74.927 N 80.000 


トラ ブル シュ ー テ ィング 

この LCD モ ニタ は 、 工 場 規 格 VGA タ イミ ング を 基 に 前 調整 され て いま す 。 市 場 の 様々 な VGA カ ー ド の 出力 タイ ミ 
ング が 異な る た め 、 新 し い デ ィ ス プレ ー モ ー ド や VGA カ ー ド を 選択 する と 、 最 初 は 、 不 安定 また は 鮮明 で な い デ 
ィ ス プレ ー が 表示 され る 場合 も あり ます 。 


LCD モ ニタ は 、 複 数 の VGA モ ー ド を サポ ー ト し ます 。LCD モ ニタ が サポ ー ト する モー ド 一 覧 に つい て は 、 標 準 タ 
イミ ング テー ブル を 参照 し て くだ さい 。 
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画像 が 不鮮明 で 不安 定 な 場合 は 、 以 下 の ス テウ を 実 介 還 GaEIMI 記 


1.MS-Windows 環 境 に いる 際 に 、「Shut Down Windows」 に 入っ て くだ さい 。 

2. 画面 に 黒い 縦貫 が 現れ て いな いか チェ ッ ク し て くだ さい 。 も し 黒い 縦 紅 が ある 場合 は 、OSD メニ ュー の 「Clock」 
機能 で 、 こ れ ら の 線 が 消え る まで 調整 (増大 また は 減少 ) し て くだ さい 。 

3. OSD メニ ュー の 「 焦 点 」 機 能 に 移動 し 、 最 も 鮮明 な ディ スプ レー に モニ タス クリ ー ン を 調整 し て くだ い 。 

4 [Shut Down Windows」 に お いて 「No」 を クリ ッ ク し 、 通 常 の PC 操作 環境 に 戻っ て くだ さい 。 


LCD モ ニタ に 喘 像 が 表示 され て いな い 場 合 は の AZ だ を 守 仙 GR 


1.LCD モ ニタ の パワ ー イ ンジ ケー タ が ON で ある こと 。 ま た 、 す べ て の 接続 が 確保 され 、 シ ステ ム が 適切 
な タイ ミン グ で 稼動 し て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 タ イミ ング に 関す る 情報 は 、 第 3 章 を 参照 し て くだ さい 。 
2.LCD モ ニタ を OFF に し た 後 、 も う 一 度 ON に し て くだ さい 。 ま だ 映像 が 表示 され な い 場 合 は 、「Adjustment」 
コン トロ ー ル ボタ ン を 数 回 押し て くだ さい 。 
з. それ で も まだ 映像 が 表示 され な い 場 合 は 、PC シ ステ ム を 別 の 外部 CRT に 接続 し て くだ さい 。CRT モ ニ 
タ で は PC シス テム 機能 が 適切 に 機能 する の に 、LCD モ ニタ で は 機能 し な いと いう 場合 は 、VGA カ ー ド の 出力 タ 
イミ ング が LCD の 同期 範囲 外 で ある こと が 考え られ ます 。 標準 タイ ミン グ テ ー ブ ル に リス ト さ れ た 代替 モー ド 
に 変更 する か 、 或 い は VGA カ ー ド を 交換 し 、 ス テッ プ 1 と 2 を 繰り 返し て くだ さい 。 


LCD モ ニタ の 同期 範囲 外 (水平 :31.5~80 KHz、 垂 直 : 56~75 Hz) の 出力 タイ ミン グ を 選択 し た 場合 、OSD は 「Out 
of Range] メッ セー ジ を 表示 し ます 。LCD モ ニタ に サポ ー ト され て いる モー ド を 選択 し て くだ さい 。 信号 ケー ブル が 
LCD モ ニタ に 接続 され て いな い 、 ま た は その 接続 が 不適 切な 場合 、 モ ニタ スク リー ン は 、「No Input Signal] メッ セ 
ー ジ を 表示 し ます 。 


за: 自分 で 、 モ ニタ を 修理 、 ま た は コン ピュ ー タ を 開け よう と し な いで くだ さい 。 「 ト ラブ ル シ ュ ー テ ィング 」 
に お いて も 問題 が 解決 で き な い 場合 、 す べ て の 修理 ・ 点 検 に 関し て は 専門 技師 に お 問 合 わ せく だ さい 。 
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